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特
水
牧
は
号
月
七
」
歌
短
「
川
角
。
目
年
十
三
百
誕
生
水
牧
山
若
は
年
今

　

さ
行
刊
が
』
む
読
を
力
和
親
の
そ

　水
牧
山
若
『
著
彦
一
藤
伊
、
み
組
を
集

。
た
れ

き
書
の
層
い
広
幅
、
く
し
ら
誌
刊
月
、
は
集
特
水
牧
の
」
歌
短
「
川
角

　

。
る
す
が
気
な
う
よ
る
れ
ら
れ
ふ
に
面
一
い
し
ら
た
あ
の
水
牧
、
り
よ
に
手

自
、
が
人
四
人
歌
代
十
四
、
か
う
ろ
だ
ら
か
だ
水
牧
た
し
去
死
で
歳
三
十
四

が
歌
の
愁
哀
と
酒
、
は
」
説
解
・
選
首
５
３
歌
名
の
水
牧
「
る
よ
に
氏
彦
隆

。
た
れ
ら
じ
感
が
性
個
の
手
き
書
、
り
よ
歌
だ
ん
選
、
れ
ば
選
く
多

し
愛
敬
を
水
牧
り
渉
に
き
長
、
は
』
む
読
を
力
和
親
の
そ

　水
牧
山
若
『
　

、
ら
が
な
し
較
比
を
献
文
の
く
多
。
冊
一
の
身
渾
の
氏
彦
一
藤
伊
、
る
い
て

女
の
命
運
Ⅱ
「。
る
れ
た
打
に
勢
姿
く
ゆ
て
め
深
を
み
読
の
品
作
水
牧

―
小

は
身
き
温
か
の
も
ぬ
ら
氷
て
し
に
ま
ま
の
ね
ひ
そ
と
君
や
月
明
・

な
事
の
何
し
な
も
と
ご
に
な
に
ち
つ
め
あ
れ
む
ね
に
手
が
わ
で
が
ろ
じ
み
・

し

　

と
と
れ
流
の
間
時
を
品
作
、
べ
調
を
誌
載
掲
の
出
初
、
く
な
は
で
け
だ
集
歌

園
と
水
牧
だ
ま
は
目
首
一
、
り
よ
に
業
作
な
寧
丁
の
こ
。
く
ゆ
て
べ
並
に
も

子
枝
小
、
え
越
を
い
惑
や
み
悩
は
目
首
二
、
ず
ら
お
て
れ
ば
結
が
子
枝
小
田

、
し
目
着
に
れ
切
句
の
つ
ず
首
一
の
』
離
別
『、
も
で
章
の
他
。
く
導
と
、
る

と
成
構
の
集
歌
、
を
姿
の
水
牧
る
す
揚
高
、
み
沈
き
浮
で
い
思
の
へ
子
枝
小

寄
に
人
歌
の
り
と
ひ
。
く
解
み
読
に
い
ね
い
て
を
つ
ず
首
一
、
せ
わ
合
も

。」
集
詩
・
全
「
く
な
は
で
」
集
・
詩
全
「。
だ
ん
読
を
』
集
詩
全
弘
田
長
『
　

こ
の
身
自
、
が
生
人
の
ん
さ
田
長
、
に
」
憶
記
と
所
場
「
た
れ
さ
付
に
末
巻

の
編
一
、
て
育
、
し
出
を
芽
ら
か
壌
土
な
ん
ど
。
か
の
た
れ
さ
耕
が
ろ
こ
こ

。
か
の
だ
ん
結
を
実
が
集
詩
の
冊
一
、
詩

殺
を
葉
言
が
誰
／
。
た
い
で
ん
死
が
葉
言
）
略
中
（。
た
い
で
ん
死
う
も
は
き

田
長
、
は
集
詩
の
こ
。
り
よ
」
死
の
葉
言
「）
社
文
晶
・
年
七
七
九
一
（』
件

選
人
詩
国
中
『
た
れ
さ
行
刊
に
頃
年
〇
六
九
一
た
め
じ
は
き
書
を
詩
が
ん
さ

く
ゆ
て
げ
な
つ
が
者
読
ら
か
こ
そ
。
い
深
味
興
、
て
え
見
が
様
く
ゆ
て
れ
ば

県
島
福
の
郷
故
れ
ま
生
の
し
た
わ
、
は
ん
さ
田
長
。
う
ろ
だ
る
れ
ま
生
も
線

人
の
り
と
ひ
、
は
業
作
る
ど
た
に
念
丹
を
葉
言
た
れ
さ
こ
の
。
身
出
市
島
福

。
う
思
と
、
だ
の
な
と
こ
く
ゆ
て
げ
な
つ
に
生
人
の
か
誰
、
い
合
き
向
と
生

評
時

る
ど
た
を
葉
言
た
れ
さ
こ
の

子
晶
田
駒


